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地域医療の実践
　岩手医科大学学長
小　野　　　繁
　今から二十数年前，医師不足解消のため各県に最低一校は医科大学が作られ，以来数多くの医師
が輩出された．その結果，今や医師過剰時代といわれるまでになり，医師数は統計学上足りているこ
とになっている．今年も七千有余名が国家試験に合格し新医師が誕生した．にもかかわらず現実に
は医療過疎地は依然として存在し，その地域住民は十分な専門医療を受けることが出来ないでいる．
　岩手医科大学は創設者三田俊次郎が地域医療の貧困を嘆き，私財をなげうって創設したが，それ
故に建学の精神には「地域のニーズに応じた良医の育成をすることにより，多くの人の命を救う」
というのがある．しかし，昨今の大方の医学生は現実的であり，本学の学生といえども例外ではな
く地域医療への意識は稀薄で，入学時教示された建学の精神は年と共に忘れ去られ，大都市大病院
志向となってくる．そこへ，平成三年大学設置基準の改正がなされて，各大学独自の自主的な教育
ができるようになったのを機に，本学では，Early　clinical　exposureをいち早くとりいれ，モチベー
ションの高揚を図ることにした．看護，介護体験実習を始め，救急車同乗や救急センター当直など
をカリキュラムに組み入れているが，最後に一週間の地域医療機関の体験実習を行い，地域の第一
線で働く医師の医療活動を通して，地域医療のニーズに対する医師の果すべき役割を習得させるこ
とにしている．学生にとっては，地域に寝泊まりしての研修はかなりハードであり，又，まだ医師
ではない事に歯がゆさを感じて帰って来る．しかし本学のもう一一つの狙いは，この研修によって地
域は何を求め，何を希望しているのか，そして患者の視点に立って物を考えること，医の心の大切
さを肌で感じ取って欲しいのであり，医療の現実は厳しいことを認識させることである。これらの
地域医療に対する建学の精神の原体験：は，各自の将来に大きな影響を与え，医師としての生活の座
標軸となろうと期待し，願っている．
　岩手の偉人新渡戸稲造は，晩年，医療の過疎を憂い「人間として医療が十分受けられないのは誠
に不幸なことである」として，賀川豊彦らと共に日本における医療協同組合の創始者となった．本
学建学の志を国際人新渡戸稲造のように世界的レベルで考え，それを生かす精神「Think　globally；
act　locally」を実践出来る医師を養成して，地域医療に力を尽し，社会に貢献したいものと考えて実
行している．
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